
（１）

86（1）

一
、
前
言

　『
文
心
雕
龍
』
を
著
し
た
南
朝
梁
の
劉
勰
は
、
全
五
十
篇
を
前
半
二
十
五

篇
と
後
半
二
十
五
篇
に
分
割
し
て
い
る
。
前
半
の
上
篇
は
し
ば
し
ば
文
學
作

品
の
評
論
と
し
て
重
寶
さ
れ
る
が
、
本
來
は
文
體
や
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
そ

の
起
源
由
來
に
ま
で
遡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
體
に
お
け
る
作
品
の
あ
る
べ
き

體
裁
や
內
容
を
嚴
密
精
緻
に
追
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
途
中
過
程
で
個

別
の
作
品
を
分
析
評
價
し
た
も
の
が
、
結
果
的
に
文
學
作
品
の
評
論
の
樣
に

扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
對
し
て
後
半
の
下
篇
は
、
文
學
の
諸
相
に
お
け
る
樣
々
な
槪
念
を

取
り
上
げ
て
、
正
に
文
學
の
實
體
と
本
質
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

最
初
を
神
思
第
二
十
六
と
し
た
こ
と
は
、「
神
思
」
が
劉
勰
の
文
學
理
論
に

お
い
て
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
神
思
篇
は
『
莊
子
』
讓
王
篇
の
引
用
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
引
用
文

に
つ
い
て
現
代
の
主
流
を
占
め
る
解
釋
に
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。
何
故
な
ら

ば
、
引
用
し
た
劉
勰
の
意
圖
が
典
據
の
原
義
と
あ
ま
り
關
係
が
無
い
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
讓
王
篇
の
一
節
は
、
樣
々
な
文
章
に
お

い
て
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
る
爲
に
極
め
て
象
徴
的
に
用
い
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
劉
勰
が
そ
の
文
學
理
論
の
端
緒
に
掲
げ
た
理
由
も
、
同
樣
の

意
圖
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
が

「
神
遊
」
な
る
槪
念
で
あ
る
。

　
本
論
考
は
、
こ
の
「
神
遊
」
な
る
槪
念
を
通
し
て
、
神
思
篇
冒
頭
の
引
用

が
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
か
、
更
に
は
『
文
心
雕
龍
』
神
思
篇
に
お
け
る
劉

勰
の
「
神
」
と
「
神
思
」
の
認
識
の
本
質
に
つ
い
て
、
改
め
て
論
じ
た
い
と

考
え
る
。
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二
、
神
思
篇
冒
頭
の
引
用
に
つ
い
て

　
神
思
篇
の
冒
頭
は
、
以
下
の
樣
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　
古
人
云
、
形
在
江
海
之
上
、
心
存
魏
闕
之
下
。
神
思
之
謂
也
。
文
之

思
也
、
其
神
遠
矣
。
故
寂
然
凝
慮
、
思
接
千
載
、
悄
焉
動
容
、
視
通
萬

里
。
吟
詠
之
閒
、
吐
納
珠
玉
之
聲
、
眉
睫
之
前
、
卷
舒
風
雲
之
色
、
其

思
理
之
致
乎
。
故
思
理
爲
妙
、
神
與
物
遊
。

﹇
古
人
云
へ
ら
く
、
形か

た
ちは
江
海
の
上ほ
と
りに
在
る
も
、
心
は
魏
闕
の
下も
と

に
存
す
、

と
。
神
思
の
謂い

ひ
な
り
。
文
の
思
ひ
や
、
其
の
神し
ん

遠
し
。
故
に
寂
然
と

し
て
慮り

よ

を
凝こ

ら
せ
ば
、
思
ひ
は
千
載
に
接
し
、
悄
焉
と
し
て
容
を
動
か

せ
ば
、
視し

は
萬
里
に
通
ず
。
吟
詠
の
閒
に
、
珠
玉
の
聲
を
吐
納
し
、
眉

睫
の
前
に
、
風
雲
の
色
を
卷
舒
す
る
は
、
其
れ
思
理
の
致
す
か
。
故
に

思
理 

妙
爲た

る
や
、
神し
ん

は
物
と
遊
ぶ
。﹈

【
譯
】
古
人
が
言
っ
た
。「
形
と
し
て
の
肉
體
は
江
海
の
ほ
と
り
に
存
在

す
る
が
、
そ
れ
に
反
し
て
心
は
魏
闕
の
下
に
あ
る
。」
と
。
こ
れ
は
神

思
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
學
に
お
け
る
「
思
」
で
は
、
そ

の
「
神
」
の
作
用
は
幽
遠
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
靜
寂
と
し
て
思
慮
を
集

中
す
れ
ば
、「
思
」
は
千
年
の
時
閒
を
超
え
て
事
物
に
接
し
、
ひ
っ
そ

り
と
靜
か
に
容
貌
を
動
か
せ
ば
、
視
界
は
萬
里
に
廣
が
り
通
ず
る
。
吟

詠
す
る
瞬
閒
に
は
、
珠
玉
の
よ
う
な
美
し
い
聲
音
を
呼
吸
の
如
く
吐
き

納
め
、
目
の
前
に
風
雲
の
氣
色
を
繰
り
廣
げ
る
事
が
で
き
る
の
は
、
正

に
「
思
」
の
原
理
の
極
致
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
「
思
理
」
が
絕
妙
で

あ
れ
ば
、「
神
」
は
萬
物
と
自
在
に
交
遊
す
る
の
で
あ
る
。

　
文
頭
に
『
莊
子
』
讓
王
篇
の
一
節
を
引
用
し
て
「
神
思
之
謂
」
と
い
う
。

つ
ま
り
神
思
に
つ
い
て
の
定
義
を
提
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ

れ
に
續
い
て
「
文
之
思
」
す
な
わ
ち
文
學
に
お
け
る
思
考
や
思
想
と
「
神
」

の
關
連
と
效
果
を
展
開
し
て
、
そ
の
極
致
と
し
て
「
神
は
物
と
遊
ぶ
」
と
い

い
、
以
降
に
神
思
の
具
體
的
な
內
容
が
續
い
て
い
く
。
神
思
篇
の
重
要
性
を

考
え
れ
ば
、
最
初
の
引
用
文
は
神
思
に
止
ま
ら
ず
劉
勰
の
文
學
論
を
象
徴
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
代
の
『
文
心
雕
龍
』
研
究
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
與
え

た
范
文
瀾
『
文
心
雕
龍
註
』
で
は
、
こ
の
引
用
に
つ
い
て
次
の
樣
に
い
う）

1
（

。

　
彥
和
引
之
、
以
示
人
心
之
無
遠
不
屆
、
與
原
文
本
義
無
關
。

﹇
彥
和 

之
を
引
く
は
、
以
て
人
心
の
、
遠
き
と
い
え
ど
屆
か
ざ
る
こ
と

無
き
を
示
し
、
原
文
の
本
義
と
關
す
る
無
し
。﹈

　
范
文
瀾
は
こ
の
一
節
を
、「
人
の
心
は
た
と
え
遠
く
離
れ
て
い
て
も
ど
こ

へ
で
も
到
達
で
き
る
こ
と
」
つ
ま
り
「
思
考
」
や
「
想
像
力
」
の
は
た
ら
き

を
示
す
爲
に
劉
勰
が
引
い
た
も
の
で
、
引
用
文
本
來
の
內
容
と
は
無
關
係
で

あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
た
だ
神
思
篇
の
冒
頭
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
劉
勰
の
創
作
論
の
正
に
最
初
の
一
文
が
、
原
典
の
內
容
と
關
連
が
無
い

と
い
う
こ
と
が
有
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
理
解
は
、
こ
の
引
用

に
つ
い
て
の
劉
勰
の
意
圖
を
正
確
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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そ
も
そ
も
何
故
こ
う
し
た
見
解
が
生
ず
る
か
と
い
え
ば
、
そ
の
主
な
原
因

は
引
用
さ
れ
た
故
事
の
內
容
と
神
思
の
槪
念
の
具
體
的
な
關
係
が
あ
ま
り
明

確
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
文
心
雕
龍
』
の
代
表
的
な

註
釋
で
あ
る
范
文
瀾
の
解
釋
は
、
中
國
の
み
に
止
ま
ら
ず
日
本
の
研
究
に
も

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
で
の
代
表
的
な
譯
註
書
三
書
そ

れ
ぞ
れ
の
見
解
を
以
下
に
擧
げ
よ
う
。

戸
田
浩
曉
（
明
治
書
院 

新
釋
漢
文
大
系
『
文
心
雕
龍
』（
下
）
一
九
七
八
年
）

　
本
文
に
形
と
あ
る
の
は
、
卽
ち
『
莊
子
』
の
身
で
あ
る
。
魏
闕
の
魏

は
巍
に
通
じ
、王
宮
の
高
大
な
門
、卽
ち
王
都
の
豪
奢
な
生
活
の
意
。「
富

貴
榮
華
を
捨
て
た
身
で
あ
り
な
が
ら
、
內
心
に
は
な
お
そ
れ
へ
の
思
い

を
斷
ち
切
れ
な
い
」
と
い
う
の
が
、
公
子
牟
の
原
意
で
あ
っ
て
、
文
學

上
の
想
像
力
を
意
味
す
る
「
神
思
」
と
は
全
く
異
な
る
。
劉
勰
は
、
江

海
と
魏
闕
と
い
う
遙
か
な
空
閒
的
距
離
を
、
固
定
し
た
肉
體
（
形
）
と

自
由
奔
放
な
想
像
力
（
心
）
と
の
距
離
に
擬
し
て
、
こ
こ
に
用
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

興
膳
宏
（
筑
摩
書
房 

世
界
古
典
文
學
全
集
『
陶
淵
明
・
文
心
雕
龍
』

一
九
六
八
年
）

　
も
と
の
意
味
は
、
隱
遁
者
の
身
で
立
身
出
世
を
考
え
る
と
い
う
こ
と

で
、
想
像
力
の
作
用
を
説
明
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
魏
闕
は
、
宮

殿
の
門
、
轉
じ
て
朝
廷
。

目
加
田
誠
（
龍
溪
書
舎
『
文
心
雕
龍
』
一
九
八
五
年
）

　
こ
れ
は
身
は
田
舎
に
隱
れ
な
が
ら
、
心
は
立
身
出
世
を
考
え
る
、
と

い
う
こ
と
で
、
劉
勰
は
た
だ
そ
の
心
を
遠
く
馳
せ
る
、
と
い
う
こ
と
を

取
っ
て
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
戸
田
・
興
膳
の
兩
氏
は
、
神
思
を
「
想
像
力
」
と
解
す
る
の
で
、
原
文
の

立
身
出
世
に
ま
つ
わ
る
內
容
と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
と
す
る
。
對
し
て
目

加
田
氏
は
、
原
文
の
一
部
に
焦
點
を
當
て
た
と
考
え
た
樣
で
あ
る
。
元
々
こ

の
引
用
自
體
が
、
劉
勰
の
神
思
の
解
釋
と
直
結
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、

神
思
の
解
釋
に
よ
っ
て
引
用
の
持
つ
意
味
合
い
に
幅
が
生
ず
る
の
は
當
然
で

あ
る
。

　
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
、
劉
勰
の
「
神
思
」
は
《「
道
」
か
ら
生
ず
る
「
神
」

の
作
用
が
人
閒
に
「
思
考
」
を
も
た
ら
し
「
文
辭
」
へ
昇
華
さ
せ
る
槪
念
》

と
結
論
づ
け
た）

2
（

。
そ
の
解
釋
に
從
え
ば
、
こ
こ
に
擧
げ
た
引
用
に
對
す
る
從

來
の
解
釋
と
は
異
な
る
結
論
へ
と
達
す
る
。
ま
た
そ
こ
へ
導
く
重
要
な
槪
念

こ
そ
が
、
劉
勰
が
記
し
た
「
神
は
物
と
遊
ぶ
」
す
な
わ
ち
「
神
遊
」
で
あ
る
。

　
こ
の
「
故
思
理
爲
妙
、
神
與
物
遊
。」
の
一
節
も
極
め
て
重
要
な
の
で
、

諸
氏
の
見
解
を
引
い
て
お
く
。
黄
侃
『
文
心
雕
龍
札
記
』
は

　
此
言
內
心
與
外
境
相
接
也
。
內
心
與
外
境
、
非
能
一
往
相
符
會
。
當

其
窒
塞
、
則
耳
目
之
近
、
神
有
不
周
。
及
其
怡
懌
、
則
八
極
之
外
、
理

無
不
浹
。

﹇
此
れ
內
心 
外
境
と
相
接
す
る
を
言
ふ
な
り
。
內
心
と
外
境
、
能
く
一
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往
し
て
相
ひ
符
會
す
る
に
非
ず
。
其
の
窒
塞
す
る
に
當
れ
ば
、
則
ち
耳

目
の
近
き
も
、
神 

周あ
ま

ね
か
ら
ざ
る
有
り
。
其
の
怡い

懌た
く

に
及
べ
ば
、
則

ち
八
極
の
外
も
、
理 

浹あ
ま

ね
か
ら
ざ
る
無
し
。﹈

と
し
て
い
る）

3
（

。
日
本
の
譯
書
三
書
も
次
の
樣
に
記
し
て
い
る
。

　
戸
田
浩
曉
…
「
こ
の
微
妙
な
想
像
力
は
、
作
家
の
精
神
と
外
物
と
の
接
觸

か
ら
生
ず
る
。」

　
興
膳
宏
…
「
想
像
力
の
働
き
は
微
妙
で
あ
り
、
人
閒
の
精
神
と
外
的
事
象

は
相
互
に
作
用
を
及
ぼ
し
あ
う
。」

　
目
加
田
誠
…
「
こ
の
神
思
の
働
き
こ
そ
微
妙
で
あ
り
、
人
閒
の
精
神
は
外

界
の
事
象
と
互
い
に
交
接
往
來
す
る
。」

　
い
ず
れ
も
想
像
力
や
思
考
が
外
的
な
物
象
と
接
觸
す
る
と
解
し
、
そ
の
認

識
が
作
品
に
繋
が
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
以
下
、「
神
遊
」
の
解
釋
理

解
を
基
礎
に
、
神
思
篇
冒
頭
の
引
用
の
持
つ
意
味
合
い
と
そ
の
本
質
、
更
に

は
「
神
思
」
の
槪
念
に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
く
。

三
、
神
思
篇
引
用
と
『
莊
子
』
讓
王
篇
に
つ
い
て

　
旣
述
の
樣
に
、
神
思
篇
冒
頭
の
引
用
は
『
莊
子
』
讓
王
篇
に
據
っ
て
お
り
、

そ
の
典
據
と
な
っ
た
逸
話
の
全
體
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
中
山
公
子
牟
謂
瞻
子
曰
、
身
在
江
海
之
上
、
心
居
乎
魏
闕
之
下
。
奈

何
。
瞻
子
曰
重
生
、
重
生
則
利
輕
。
中
山
公
子
牟
曰
、
雖
知
之
、
未
能

勝
也
。
瞻
子
曰
、
不
能
自
勝
則
從
、
神
無
惡
乎
。
不
能
自
勝
而
强
不
從

者
、
此
之
曰
重
傷
。
重
傷
之
人
無
壽
類
矣
。
魏
牟
萬
乘
之
公
子
也
。
其

隱
巖
穴
也
、
難
爲
於
布
衣
之
士
。
雖
未
至
乎
道
、
可
謂
有
其
意
矣
。

﹇
中
山
公
子
牟
、
瞻
子
に
謂
ひ
て
曰
く
、
身
は
江
海
の
上ほ

と
りに
在
る
も
、

心
は
魏
闕
の
下
に
居
る
。
奈い

か
ん何
、
と
。
瞻
子
曰
く
、
生
を
重
ん
ぜ
よ
、

生
を
重
ん
ず
れ
ば
則
ち
利
輕
し
、
と
。
中
山
公
子
牟
曰
く
、
之
を
知
る

と
雖
も
、
未
だ
勝
つ
能
は
ざ
る
な
り
、
と
。
瞻
子
曰
く
、
自
ら
勝
つ
能

は
ざ
れ
ば
則
ち
從
へ
、
神
惡に

く

む
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
自
ら
勝
つ
能
は
ず

し
て
强し

ひ
て
從
は
ざ
る
者
は
、
此
れ
之
れ
重
傷
と
謂
ふ
。
重
傷
の
人
は

壽
の
類
無
し
、
と
。
魏
牟
は
萬
乘
の
公
子
な
り
。
其
れ
巖
穴
に
隱
る
る

や
、
布
衣
の
士
よ
り
も
爲
り
難
し
。
未
だ
道
に
至
ら
ず
と
雖
も
、
其
の

意
有
る
と
謂
ふ
べ
し
。﹈

【
譯
】
中
山
の
公
子
牟
が
瞻
子
に
言
う
に
は
、「
こ
の
身
は
江
海
の
ほ
と

り
に
在
る
の
に
、
我
が
心
は
魏
闕
の
下
に
い
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
。
瞻
子
が
言
う
に
は
、「
生
命
を
重
視
し
な
さ
い
。

生
命
を
重
ん
ず
る
な
ら
ば
名
利
は
輕
い
も
の
で
す
。」
と
。
中
山
の
公

子
牟
が
言
う
に
は
、「
そ
れ
は
分
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
未
だ
そ

の
こ
と
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。」
と
。
瞻
子
が
言

う
に
は
、「
自
ら
打
ち
勝
つ
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
心

に
從
い
な
さ
い
。「
神
」
が
嫌
が
る
こ
と
は
無
い
で
し
ょ
う
。
自
ら
勝

つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
、
無
理
矢
理
に
心
に
從
お
う
と
し
な
い
者
は
、
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こ
れ
を
重
ね
て
傷
つ
く
と
言
い
ま
す
。
重
ね
て
傷
つ
く
人
は
子
孫
も
無

く
し
て
し
ま
い
ま
す
。」
と
。
魏
牟
は
大
國
の
公
子
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
巖
穴
の
中
に
隱
棲
す
る
の
は
、
官
位
の
無
い
平
民
よ
り
も
難
し
い
こ

と
で
あ
る
。
未
だ
道
に
至
ら
な
い
と
は
い
え
、
そ
の
意
義
は
有
る
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
「
江
海
の
上
」
に
隱
遁
す
る
身
で
あ
り
な
が
ら
、
朝
廷
の
宮
門
で

あ
る
「
魏
闕
」
の
中
に
あ
る
富
貴
榮
華
を
求
め
る
心
に
つ
い
て
議
論
し
た
公

子
牟
と
瞻
子
の
對
話
で
あ
る
。
引
用
箇
所
自
體
が
直
接
神
思
に
言
及
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
逸
話
の
本
質
に
は
「
神
」
が
重
要
な
意
味
合
い
を
持
っ
て

い
る
。
こ
の
逸
話
の
本
質
は
、
人
閒
の
本
能
や
本
性
か
ら
發
す
る
欲
望
と
、

思
考
や
意
思
に
よ
っ
て
生
ず
る
理
性
と
の
對
置
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
二
者

の
對
立
に
お
い
て
、
本
性
の
根
源
と
し
て
人
閒
に
內
在
す
る
「
神
」
の
存
在

に
對
す
る
意
識
や
影
響
ま
で
も
論
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
實
は
こ
れ
に
類
似
し
た
內
容
が
『
文
心
雕
龍
』
養
氣
第
四
十
二
に
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
劉
勰
も
ま
た
「
神
」
の
こ
う
し
た
側
面
を
强
く
意
識
す
る
所
で

あ
っ
た
。
養
氣
篇
に
は

　
率
志
委
和
、
則
理
融
而
情
暢
。
鑽
礪
過
分
、
則
神
疲
而
氣
衰
。
此
性

情
之
數
也
。

﹇
志
に
率し

た
がひ
和
に
委ゆ
だ

ぬ
れ
ば
、
則
ち
理
融と
ほ

り
情
暢の

ぶ
。
鑽さ
ん

礪れ
い 

分
に
過
ぐ

れ
ば
、
則
ち
神
疲
れ
氣
衰お

と
ろふ
。
此
れ
性
情
の
數
な
り
。﹈

と
あ
り
、
意
識
的
な
努
力
や
研
鑽
も
度
を
越
す
と
、「
神
」
を
疲
労
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
劉
勰
が
引
用
し
た
こ
の
逸
話
は
、『
呂
氏
春
秋
』
開
春
論
の
審
爲
篇
に
も

ほ
ぼ
同
文
の
形
で
見
え
て
お
り
、
ま
た
『
淮
南
子
』
の
俶
眞
訓
と
道
應
訓
の

二
箇
所
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
道
應
訓
で
は
、
內
容
も
趣
旨
も
『
莊
子
』
や

『
呂
氏
春
秋
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
に
對
し
、
俶
眞
訓
で
は
そ
れ
ら
と
は

明
ら
か
に
記
述
の
意
圖
が
異
な
っ
て
い
る
。
內
容
だ
け
で
な
く
、
語
句
に
も

重
要
な
異
同
が
あ
る
の
で
、
そ
の
該
當
部
分
を
以
下
に
示
す
。

『
淮
南
子
』
俶
眞
訓

　
湍
瀨
旋
淵
、
呂
梁
之
深
、
不
能
留
也
、
太
行
石
澗
飛
狐
句
望
之
險
、

不
能
難
也
。
是
故
身
處
江
海
之
上
、
而
神
游
魏
闕
之
下
。
非
得
一
原
、

孰
能
至
於
此
哉
。

﹇
湍
瀨 

旋
淵 

呂
梁
の
深
き
も
、
留
む
る
能
は
ざ
る
な
り
、
太
行 

石
澗 

飛
狐 

句
望
の
險
も
、
難は
ば

む
能
は
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
身
は
江
海
の

上
に
處を

る
も
、
而
し
て
神
は
魏
闕
の
下
に
游
ぶ
。
一
原
を
得
る
に
非
ず

ん
ば
、
孰た

れ
か
能
く
此
に
至
ら
ん
や
。﹈

【
譯
】
ど
ん
な
急
流
や
深
い
淵
も
呂
梁
の
よ
う
な
深
き
水
も
、
留
め
る

こ
と
は
で
き
ず
、
太
行
や
石
澗
、
飛
狐
や
句
望
の
險
阻
で
さ
え
も
、
阻

む
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
身
は
江
海
の
上
に
あ
っ

て
も
、
神
は
魏
闕
の
下
に
游
ぶ
」
の
で
あ
っ
て
、
一
原
た
る
道
を
會
得

す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
一
體
誰
が
こ
の
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
か
。
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こ
の
俶
眞
訓
の
一
節
も
、『
莊
子
』
讓
王
篇
を
意
識
し
て
い
る
の
は
閒
違

い
な
い
が
、
し
か
し
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
の
は
正
に
「
神
」
の
存
在
と
そ
の

根
源
で
あ
る
「
道
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
神
游
」
の
語
が
見
え

て
お
り
、
劉
勰
が
述
べ
た
「
神
は
物
と
遊
ぶ
」
と
の
關
連
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る）

4
（

。

　
俶
眞
訓
は
、『
淮
南
子
』
で
も
重
要
な
主
題
の
一
つ
で
あ
る
「
神
」
を
論

じ
て
い
て
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
の
は
「
道
」
と
「
神
」
の
密
接
な
關
係
で
あ

る
。
人
の
心
が
「
道
」
を
體
得
す
る
時
に
人
閒
の
內
に
存
在
す
る
も
の
こ
そ

「
神
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
俶
眞
訓
の
記
述
は
、
人
閒
の
根
源
に
存
在
し
な

が
ら
意
識
の
外
に
在
り
、
自
ら
の
意
思
で
は
制
約
で
き
な
い
「
神
」
の
本
質

を
讓
王
篇
と
は
異
な
る
角
度
で
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
俶
眞
訓
の
記
述
や
解
釋
を
蹈
ま
え
、
劉
勰
と
同
時
代
で
あ
り
か
つ
極

め
て
近
し
か
っ
た
沈
約
の
『
謝
齊
竟
陵
王
教
撰
高
士
傳
啓
（
齊
の
竟
陵
王
の

高
士
傳
を
教
撰
す
る
を
謝
す
る
の
啓
））

5
（

』
の
次
の
一
節
に
注
目
し
た
い
。

　
明
公
得
一
含
道
、
體
二
居
宗
、
迹
屈
巖
廊
之
下
、
神
遊
江
海
之
上
。

﹇
明
公 

一
を
得
て
道
を
含
み
、
二
を
體
し
て
宗
に
居
り
、
迹
は
巖
廊
の

下
に
屈
し
、
神
は
江
海
の
上
に
遊
ぶ
。﹈

　
こ
れ
を
見
る
と
、「
神
遊
」
の
句
が
ち
ょ
う
ど
俶
眞
訓
の
二
句
「
身
處
江

海
之
上
、
而
神
游
魏
闕
之
下
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
引
き
一
句
に
し
た
形
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
直
前
の
句
の
「
巖
廊
」
は
、
宮
殿
に
あ
る
「
ひ
さ
し
」
を
指

し
て
朝
廷
の
意
味
と
な
り
、
結
果
的
に
こ
の
場
合
も
、
內
容
の
對
比
は
讓
王

篇
の
記
事
と
同
じ
構
造
と
な
る
。「
神
遊
」
の
語
が
見
え
る
以
上
、
俶
眞
訓

に
據
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
沈
約
の
用
例
や
俶
眞
訓
の
引

用
の
核
心
に
も
「
神
」
の
存
在
が
十
分
に
窺
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
正
に
讓
王
篇
の
逸
話
か
ら
變
化
し
展
開
し
た
も
の
で

あ
る
。
引
用
元
と
な
っ
た
逸
話
自
體
が
、「
神
」
の
槪
念
を
主
題
と
す
る
も

の
と
し
て
、
多
く
の
人
々
に
象
徴
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
同
樣
に
、
こ
の
一
節
を
神
思
篇
の
冒
頭
に
引
用
し
た
劉
勰
の
意
圖
も
、

や
は
り
「
神
」
に
つ
い
て
象
徴
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
范
文
瀾
に
代

表
さ
れ
る
現
行
の
解
釋
の
よ
う
に
原
典
の
原
義
と
無
關
係
ど
こ
ろ
か
、
正
に

劉
勰
の
意
圖
し
た
「
神
」
の
存
在
へ
と
歸
結
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
讓
王
篇
が
象
徴
し
て
い
る
人
閒
に
內
在
す
る
「
神
」
の
存
在
こ
そ
が
、『
文

心
雕
龍
』
の
文
學
理
論
の
根
幹
で
あ
る
「
神
思
」
の
槪
念
を
形
成
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
、
そ
の
「
神
思
」
へ
と
展
開
し
て
い
く
上
で
の
重
要

な
過
程
が
「
神
遊
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
「
神
遊
」
と

は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。

四
、
樣
々
な
「
神
遊
」
の
用
例
に
つ
い
て

　
劉
勰
は
「
神
與
物
遊
」
と
記
し
た
が
、
實
は
直
接
に
「
神
遊
」
の
語
を
使

用
し
て
い
な
い
。
し
か
し
『
文
心
雕
龍
』
以
外
の
樣
々
な
文
章
で
、「
神
遊
」

の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
有
名
な
文
獻
で
は『
列
子
』黄
帝
篇
の
所
謂「
華

胥
の
國
」
の
故
事
に
見
え
て
い
る
。
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於
是
放
萬
機
、
舍
宮
寢
、
去
直
侍
、
徹
鐘
懸
、
減
廚
膳
。
退
而
閒
居

大
庭
之
館
、
齋
心
服
形
、
三
月
不
親
政
事
。
晝
寢
而
夢
、
遊
於
華
胥
氏

之
國
。
華
胥
氏
之
國
在
弇
州
之
西
、
台
州
之
北
、
不
知
斯
齊
國
幾
千
萬

里
。
蓋
非
舟
車
足
力
之
所
及
、
神
游
而
已
。

﹇
是
に
於
い
て
萬
機
を
放
ち
、
宮
寢
を
舍す

て
、
直
侍
を
去
り
、
鐘
懸
を

徹
し
、
廚
膳
を
減
じ
、
退
き
て
大
庭
の
館
に
閒
居
し
、
心
を
齋
し
形
を

服
し
、
三
月 

政
事
を
親み
づ
から
せ
ず
。
晝
寢
ね
て
夢
み
、
華
胥
氏
の
國
に

遊
ぶ
。
華
胥
氏
の
國
は
弇
州
の
西
、
台
州
の
北
に
在
り
、
齊
國
を
斯は

な

る

る
こ
と
幾
千
萬
里
な
る
を
知
ら
ず
。
蓋
し
舟
車 

足
力
の
及
ぶ
所
に
非

ざ
れ
ば
、
神 

游
ぶ
の
み
。﹈

【
譯
】
そ
こ
で
樣
々
な
政
務
の
萬
機
を
放
り
捨
て
、
宮
殿
を
捨
て
、
侍

臣
を
去
ら
せ
、
音
樂
を
撤
廢
し
、
食
事
を
減
じ
、
退
い
て
宮
殿
の
館
に

閒
居
し
、心
を
清
め
形
を
愼
み
、三
箇
月
の
閒
政
事
を
執
り
行
わ
な
か
っ

た
。
晝
寢
を
し
て
夢
を
見
て
、
華
胥
氏
の
國
へ
ふ
ら
り
と
訪
れ
た
。
華

胥
氏
の
國
は
弇
州
の
西
、
台
州
の
北
に
在
り
、
齊
の
國
か
ら
離
れ
て
い

る
距
離
は
幾
千
萬
里
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
思
う
に
舟
や
車
、
人
の

足
力
の
及
ぶ
所
で
は
な
く
、
神
の
み
が
游
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
故
事
の
後
半
に
も
同
じ
內
容
が
示
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
神
行
」
に
置

き
換
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
周
穆
王
篇
に
も

　
由
此
穆
王
自
失
者
三
月
而
復
。
更
問
化
人
。
化
人
曰
、「
吾
與
王
神

游
也
、
形
奚
動
哉
。
且
曩
之
所
居
、
奚
異
王
之
宮
。
曩
之
所
游
、
奚
異

王
之
圃
。

﹇
此
に
由
り
て
穆
王 

自
ら
失
す
る
こ
と
三
月
に
し
て
復
す
。
更
に
化
人

に
問
ふ
。
化
人
曰
く
、「
吾 

王
と
神
游
す
る
や
、
形
奚
ぞ
動
か
ん
や
。

且
つ
曩さ

き

の
居
る
所
、
奚
ぞ
王
の
宮
と
異
な
ら
ん
や
。
曩
の
游
ぶ
所
、
奚

ぞ
王
の
圃
と
異
な
ら
ん
や
。﹈

【
譯
】
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
穆
王
は
茫
然
自
失
と
な
り
、
三
箇
月
經
っ

て
か
ら
恢
復
し
た
。
改
め
て
化
人
に
問
う
た
。
化
人
が
言
う
に
は
、「
私

は
王
と
神
游
し
た
の
で
あ
っ
て
、
肉
體
が
動
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
先
程
に
居
ら
れ
た
所
は
、
全
く
王
の
宮
殿
と
異
な
り
ま
せ
ん
。
先

程
游
ん
だ
所
も
、
全
く
王
の
庭
園
と
は
異
な
り
ま
せ
ん
。」
と
。

と
あ
る
。
西
晉
の
左
思
『
蜀
都
賦
』
に
も
見
え
て
い
る
。

　
殆
而
朅
來
、
相
與
第
如
滇
池
、
集
乎
江
洲
、
試
水
客
、
艤
輕
舟
、
娉

江

、
與
神
遊
。

﹇
殆を

こ
たり
て
朅
來
し
、
相
ひ
與
に
第し
ば
らく
滇
池
に
如ゆ

き
、
江
洲
に
集い
た

る
。
水

客
を
試
み
、
輕
舟
を
艤よ

そ
ほひ
、
江

を
娉
し
て
、
與
に
神
遊
す
。﹈

【
譯
】
狩
り
に
行
っ
て
も
氣
が
乘
ら
ず
に
行
っ
た
り
來
た
り
し
、
し
ば

ら
く
は
連
れ
立
っ
て
滇
池
へ
と
行
き
、江
洲
に
集
合
す
る
。水
夫
を
使
っ

て
、
輕
舟
を
用
意
し
、
江
妃
の
神
女
に
聲
を
か
け
て
、
一
緒
に
神
遊
す

る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
劉
勰
と
同
時
代
の
文
章
を
多
く
集
め
る
『
弘
明
集
』
で
も
八
例
ま
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で
確
認
し
た
。
例
え
ば
曹
思
文
『
難
神
滅
論
』（『
弘
明
集
』
巻
九
）
に

　
昔
者
趙
簡
子
疾
五
日
不
知
人
、
秦
穆
公
七
日
乃
寤
。
竝
神
遊
於
帝
所
、

帝
賜
之
鈞
天
廣
樂
。

﹇
昔
者
、
趙
簡
子 

疾
す
る
こ
と
五
日
に
し
て
人
を
知
ら
ず
、
秦
の
穆
公 

七
日
に
し
て
乃
ち
寤
む
。
竝
び
に
帝
所
に
神
遊
し
、
帝 

之
に
鈞
天 

廣

樂
を
賜
ふ
。﹈

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
史
記
』
趙
世
家
に
見
え
る
趙
簡
子
の
故
事
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
そ
の
原
文
は
「
我
之
帝
所
甚
樂
、
與
百
神
游
於
鈞
天
。（
我 

帝

所
に
之
き
甚
だ
樂
し
み
、
百
神
と
鈞
天
に
游
ぶ
。）」
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以

後
に
も　

斯
其
寐
也
魂
交
。
故
神
遊
於
蝴
蝶
卽
形
與
神
分
也
。
其
覺
也
形
開
蘧

蘧
然
周
也
卽
形
與
神
合
也
。

﹇
斯
れ
其
の
寐
ぬ
る
や
魂
交
は
る
。
故
に
蝴
蝶
に
神
遊
す
れ
ば
卽
ち
形 

神
と
分
か
る
る
な
り
。
其
の
覺
む
る
や
、
形 

開
き
て
蘧
蘧
然
と
し
て

周
な
る
は
、
卽
ち
形 

神
と
合
す
る
な
り
。﹈

と
あ
り
、
こ
ち
ら
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
莊
子
』
齊
物
論
の
「
胡
蝶
の
夢
」

に
由
來
し
て
い
る
。
こ
の
他
で
も
『
弘
明
集
』
の
用
例
は
、
い
わ
ゆ
る
「
神

滅
論
」
論
争
の
局
面
で
見
え
て
い
る
。

　
更
に
、
劉
勰
か
ら
五
百
年
を
經
た
北
宋
の
蘇
軾
『
念
奴
嬌 

赤
壁
懷
古
』

の
終
盤
に
も
用
例
が
見
え
る
。

故
國
神
遊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
國
に
神
遊
す

多
情
應
笑
我
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
情 

應
に
我
を
笑
ふ
べ
し

早
生
華
髮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
に
華
髮
を
生
ぜ
し
を

人
閒
如
夢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
閒
は 

夢
の
如
し

一
尊
還
酹
江
月
　
　
　
　
　
　
　
　
一
尊
還ま

た
江
月
に
酹そ
そ

が
ん

　
こ
れ
ら
の
「
神
遊
」
は
、
人
閒
の
根
源
に
あ
る
「
神
」
が
肉
體
を
離
れ
、

超
感
覺
的
に
外
物
を
認
識
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
俗
な
言
い
方
を
す
れ
ば
「
幽

體
離
脱
」
よ
う
な
オ
カ
ル
ト
チ
ッ
ク
な
話
に
な
る
が
、
當
事
者
達
に
し
て
み

れ
ば
、
遙
か
に
高
度
で
純
粹
な
意
識
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
遊
離

す
る
も
の
を
單
純
に
「
魂
」
と
置
き
換
え
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
に
は
や

や
抵
抗
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
『
文
心
雕
龍
』
で
は
し
ば
し
ば
「
想
像
力
」
と
解
さ
れ
て
い
た
が
、

例
え
ば
蘇
軾
が
古
代
の
英
雄
達
の
魂
に
觸
れ
な
ん
と
す
る
强
く
深
い
思
い
を

「
想
像
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
は
身
も
蓋
も
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
こ
ま
で
見
た
樣
に
、「
神
遊
」の
用
例
は
實
に
廣
範
圍
に
及
ん
で
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
樣
々
な
狀
況
や
內
容
で
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
晉
書
』
孔
坦
傳

（
列
傳
第
四
十
八
）
で
は
、
人
の
死
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
俄
卒
、
時
年
五
十
一
。
追
贈
光
祿
勳
、
謚
曰
簡
。
亮
報
書
曰
、
廷
尉

孔
君
、
神
游
體
離
、
嗚
呼
哀
哉
。
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﹇
俄
か
に
卒
す
。
時
年
五
十
一
。
光
祿
勳
を
追
贈
し
、謚
し
て
簡
と
曰
ふ
。

亮 

書
を
報
じ
て
曰
く
、
廷
尉
孔
君
、
神 

游
び
體 

離
る
る
。
嗚
呼
哀
し

い
か
な
。﹈

　
こ
れ
は
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
、

　
凡
人
所
生
者
神
也
、
所
託
者
形
也
、
神
大
用
則
竭
、
形
大
用
則
敝
、

形
神
離
則
死
。
死
者
不
可
復
生
、
離
者
不
可
復
反
、
故
聖
人
重
之
。
由

是
觀
之
、
神
者
生
之
本
也
、
形
者
生
之
具
也
。

﹇
凡
そ
人
の
生
く
る
所
の
者
は
神
な
り
、
託
す
所
の
者
は
形
な
り
、
神

大
い
に
用
ふ
れ
ば
則
ち
竭つ

き
、
形
大
い
に
用
ふ
れ
ば
則
ち
敝や
ぶ

れ
、
形
神 

離
る
れ
ば
則
ち
死
す
。
死
す
る
者
は
復
た
生
く
べ
か
ら
ず
、
離
る
る
者

は
復
た
反か

へ

る
べ
か
ら
ず
。
故
に
聖
人
は
之
を
重
ん
ず
。
是
に
由
り
て
之

を
觀
れ
ば
、
神
は
生
の
本
な
り
、
形
は
生
の
具
な
り
。﹈

【
譯
】
そ
も
そ
も
人
を
生
か
し
て
い
る
は
「
神
」
で
あ
り
、
そ
の
「
神
」

を
託
し
預
け
て
い
る
も
の
が
「
形
體
」
と
し
て
の
肉
體
で
あ
る
。「
神
」

を
大
い
に
用
い
れ
ば
盡
き
果
て
て
し
ま
い
、
肉
體
を
大
い
に
用
い
れ
ば

疲
弊
し
て
し
ま
い
、
肉
體
と
「
神
」
と
が
離
れ
て
し
ま
え
ば
死
ん
で
し

ま
う
。
死
ん
だ
者
は
再
び
生
き
返
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、「
神
」
が
肉

體
か
ら
離
れ
た
者
は
再
び
「
神
」
が
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
故

に
聖
人
は
こ
の
こ
と
を
重
ん
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
觀

察
す
れ
ば
、「
神
」
と
は
生
命
の
根
本
で
あ
り
、
形
體
は
生
命
の
器う

つ
わ具

で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
人
閒
の
肉
體
と
「
神
」
の
關
係
の
基
本
的
な
認
識
と
い
え

よ
う
。
し
か
し
、
文
章
表
現
と
し
て
の「
神
遊
」が
用
い
ら
れ
る
主
な
イ
メ
ー

ジ
は
、
私
見
と
し
て
は
お
お
よ
そ
三
通
り
に
分
類
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
①
肉
體
・
物
質
的
距
離
を
超
え
た
交
遊
や
友
情
②
超

俗
・
脱
俗
の
境
地
③
超
自
然
的
な
存
在
の
「
神
」
が
世
界
を
彷
徨
す
る
、
の

三
類
型
で
あ
る
。

五
、「
神
遊
」
の
三
類
型
に
つ
い
て

　
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
を
擧
げ
な
が
ら
、
三
通
り
の
「
神
遊
」
を
見
て
い

き
た
い
。

①
肉
體
・
物
質
的
距
離
を
超
え
た
交
遊
や
友
情

　
時
閒
を
も
超
越
す
る
蘇
軾
の
例
が
典
型
で
あ
る
が
、
對
象
に
つ
い
て
の
强

く
深
い
想
い
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
內
に
あ
る
「
神
」
が
遊
離
す
る
も
の
で
あ

る
。

梁
・
元
帝
『
金
樓
子
』
興
王

　
范
雲
時
爲
司
徒
記
室
、
深
慕
上
德
、
自
結
神
遊
。

﹇
范
雲 

時
に
司
徒
記
室
と
爲
り
、
深
く
上
德
を
慕
ひ
、
自
ら
神
遊
を
結

ぶ
。﹈

陳
・
徐
陵
『
答
尹
義
尚
書
（
尹
義
尚
に
答
ふ
る
の
書
））

6
（

』
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別
離
二
國
、
雲
雨
十
年
。
心
想
河
陽
、
言
銅
爵
而
無
遠
、
神
遊
漳
水
、

與
金
鳳
而
倶
飛
。

﹇
二
國
に
別
離
し
て
、
雲
雨
十
年
な
り
。
心
は
河
陽
を
想
ひ
、
銅
爵
を

言
ひ
て
遠
か
る
こ
と
無
く
、
神
は
漳
水
に
遊
び
、
金
鳳
と
倶
に
飛
ぶ
。﹈

な
ど
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
肉
體
を
超
越
し
た
親
愛
友
情
の
思
い
が
「
神
遊
」

さ
せ
て
い
る
。

②
超
俗
・
脱
俗
の
境
地

　『
列
子
』
の
二
例
や
沈
約
の
用
例
が
該
當
す
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
個

人
に
よ
っ
て
單
獨
で
到
達
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
晉
書
』
束
晳
傳
（
列
傳
第
二
十
一
）

　
且
世
以
太
虛
爲
輿
、
玄
爐
爲
肆
、
神
游
莫
競
之
林
、
心
存
無
營
之
室
。

﹇
且
つ
世
は
太
虛
を
以
て
輿
と
爲
し
、
玄
爐 

肆
と
爲
し
、
神
は
競
ふ
こ

と
莫
き
の
林
に
游
び
、
心
は
營ま

ど

ふ
こ
と
無
き
の
室
に
存
す
。﹈

【
譯
】
ま
た
こ
の
世
は
太
虛
を
以
て
根
本
た
る
乘
り
物
と
爲
し
、
玄
爐

が
作
業
場
と
爲
っ
て
、
神
は
競
う
こ
と
の
無
い
林
に
游
び
、
心
は
惑
亂

す
る
こ
と
の
無
い
部
屋
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
『
畫
山
水
序
』
を
書
い
て
「
神
思
」
の
語
を
用
い
た
南
朝
梁
の
宗
炳

に
も
用
例
が
あ
る
。

梁
・
宗
炳
『
答
何
衡
陽
書
（
何
衡
陽
に
答
ふ
る
の
書
）』（『
弘
明
集
』
巻
三
）

　
昔
佛
爲
衆
說
又
放
光
明
、
皆
素
積
妙
誠
故
得
神
遊
。

﹇
昔 

佛 

衆
の
爲
に
說
き
又
光
明
を
放
つ
に
、
皆 

素
よ
り
妙
誠
を
積
め

ば
故
に
神
遊
を
得
。﹈

　
さ
ら
に
『
水
經
注
』
洛
水
で
は
、
阮
籍
『
大
人
先
生
傳
』
に
つ
い
て
言
及

し
た
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

北
魏
・
酈
道
元
『
水
經
注
』
洛
水

　
阮
嗣
宗
感
之
、
著
大
人
先
生
論
、
言
吾
不
知
其
人
、
旣
神
遊
自
得
、

不
與
物
交
。

﹇
阮
嗣
宗 

之
に
感
じ
て
、
大
人
先
生
論
を
著
す
に
、
吾 

其
の
人
を
知
ら

ざ
る
も
、
旣
に
神
遊
し
て
自
ら
得
、
物
と
交
は
ら
ず
と
言
ふ
。﹈

　
こ
れ
は
『
大
人
先
生
傳
』
の
原
文
引
用
で
は
な
い
が
、「
物
と
交
は
ら
ず
」

と
あ
る
の
は
注
目
で
あ
る
。「
神
遊
」
の
境
地
は
、
物
質
的
な
存
在
と
は
接

觸
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
す
る
と
劉
勰
が
「
神
は
物
と
遊
ぶ
」
と
い

う
の
も
單
純
に
「
外
物
と
接
觸
交
流
」
と
は
言
い
切
れ
な
く
な
る
。
或
い
は

物
質
的
な
世
界
に
對
す
る
認
識
で
は
な
く
、
外
物
も
ま
た
「
神
」
の
世
界
に

遊
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

③
超
自
然
的
な
存
在
の
「
神
」
が
世
界
を
彷
徨
す
る
「
神
遊
」

　『
淮
南
子
』
俶
眞
訓
の
「
神
遊
」
は
閒
違
い
な
く
こ
れ
に
屬
す
る
。
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前
漢
・
揚
雄
『
太
玄
經
』
太
玄
告

　
故
玄
鴻
綸
天
元
、
婁
而
拑
之
於
將
來
者
乎
。
大
無
方
、
易
無
時
、
然

後
爲
神
鬼
也
。
神
遊
乎
六
宗
、
魂
魂
萬
物
、
動
而
常
沖
。

﹇
故
に
玄
鴻
は
天
元
を
綸つ

つ

み
、
婁ひ

き
て
之
を
將
來
の
者
に
拑つ
ぐ

ま
ん
や
。

大
に
し
て
無
方
、
易
は
る
に
時
は
無
く
、
然
る
後
に
神
鬼
と
爲
る
や
、

神
は
六
宗
に
遊
び
、
魂
魂
た
る
萬
物
、
動
き
て
常
に
沖
た
り
。﹈

【
譯
】
故
に
玄
に
し
て
大
な
る
も
の
（
玄
鴻
）
は
天
元
を
整
え
、
將
に

來
た
ら
ん
と
す
る
も
の
に
對
し
て
、
引
い
て
閉
ざ
そ
う
と
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
大
に
し
て
そ
れ
を
數
え
る
方
法
は
な
く
、
變
化
し
て
そ
の
變

化
に
時
は
な
い
。
そ
の
後
に
神
鬼
と
な
り
、
神
は
六
宗
に
遊
び
、
衆
多

の
萬
物
は
、
動
い
て
い
て
も
常
に
虛
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
晉
の
范
望
は
、
注
で
次
の
樣
に
言
っ
て
い
る）

7
（

。

　
神
者
、
妙
萬
物
而
爲
言
、
鬼
者
明
變
化
無
常
方
可
謂
妙
明
也
。

﹇
神
は
、
萬
物
を
妙
に
し
て
言
を
爲
し
、
鬼
は
變
化
し
て
常
無
き
を
明

ら
か
に
し
て
、
方ま

さ

に
妙
明
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。﹈

　
こ
の
「
神
」
に
對
す
る
注
は
、『
易
』
十
翼
の
『
説
卦
傳
』
の
記
述
に
基

づ
い
て
い
る
が
、
更
に

　
言
六
宗
之
神
衆
與
萬
物
生
長
、
猶
能
常
自
沖
虛
而
況
於
人
乎
。

﹇
六
宗
の
神 

衆お
ほ

く
萬
物
と
生
長
す
る
を
言
ひ
、
猶
ほ
能
く
常
に
自
ら
沖

虛
た
れ
ば
況
ん
や
人
を
や
。﹈

【
譯
】
六
宗
に
遊
ぶ
神
は
、
そ
の
多
く
が
萬
物
と
共
に
生
長
す
る
こ
と

を
言
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
常
に
自
ら
沖
虛
で
淡
泊
な
の
で
あ
る
か
ら
、

ま
し
て
や
人
に
お
い
て
は
尚
更
で
あ
る
。

と
も
言
い
、「
神
」
の
あ
り
方
を
解
釋
し
て
い
る
。
分
類
①
②
が
人
閒
の
內

に
あ
る
「
神
」
が
肉
體
か
ら
遊
離
し
て
い
る
の
に
對
し
、
こ
の
③
の
「
神
遊
」

は
明
ら
か
に
「
道
」
か
ら
生
じ
る
「
神
」
を
意
識
し
て
い
よ
う
。

　
こ
の
分
類
は
あ
く
ま
で
大
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
が
、
勿
論
そ
れ
ぞ

れ
の
用
例
に
は
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、
ま
た
分
類
の
內
容
も
重
な
り

合
う
部
分
が
多
い
。
例
え
ば
、
左
思
『
蜀
都
賦
』
の
場
合
は
結
果
的
に
①
に

類
す
る
が
、
そ
の
根
本
に
は
②
の
境
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
文
心
雕
龍
』

神
思
篇
の
「
神
與
物
遊
」
は
、『
淮
南
子
』
俶
眞
訓
の
流
れ
も
あ
り
③
の
狀

態
に
屬
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
神
思
篇
の
展
開
で
は
ほ
ぼ
②
に

近
づ
い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
要
素
を
含
む
「
神
遊
」
の
槪
念
が
强
く
意
識
さ
れ
て
、『
文
心

雕
龍
』
の
「
神
」
や
「
神
思
」
は
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
神
遊
」

を
經
た
「
神
」
は
、
そ
れ
か
ら
思
考
や
文
辭
へ
と
向
か
う
「
神
思
」
の
段
階

へ
と
移
り
、
文
章
や
作
品
と
い
う
形
へ
と
結
晶
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
そ
れ
を
象
徴
す
る
爲
に
置
か
れ
た
の
が
、
冒
頭
の
讓
王
篇
か
ら
の
引
用

な
の
で
あ
る
。

　「
神
」
の
あ
り
方
を
象
徴
す
る
爲
に
、
他
で
も
多
く
讓
王
篇
が
引
用
さ
れ

た
こ
と
は
、
旣
に
見
た
通
り
で
あ
る
。『
文
心
雕
龍
』
に
お
け
る
現
行
の
解
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釋
の
樣
に
、
劉
勰
た
だ
一
人
が
典
據
の
原
義
や
內
容
を
無
關
係
に
切
り
離
し
、

「
想
像
力
」
や
「
心
の
想
い
」
を
示
す
爲
に
引
用
し
た
と
す
る
發
想
自
體
に
、

そ
も
そ
も
大
き
な
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
現
代
文
學
の
多
く
が
、
個
人
の
想
像
力
に
發
す
る
こ
と
は
も
は
や
否
定
し

得
な
い
が
、『
文
心
雕
龍
』
を
始
め
と
し
た
樣
々
な
當
事
者
の
文
章
を
見
る

限
り
、
單
純
に
想
像
力
を
以
て
文
章
を
書
く
と
い
う
意
識
で
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
彼
等
に
と
っ
て
は
、
自
ら
に
內
在
す
る
「
神
」
が
「
神
遊
」
し

た
結
果
と
し
て
、
作
品
に
必
要
な
情
趣
や
表
現
を
も
た
ら
し
育
ん
だ
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
文
學
觀
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る

の
は
當
然
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
現
代
的
な
感
覺
で
接
す
る
こ
と
の
危
う
さ

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

六
、「
神
遊
」
と
「
心
遊
」
に
つ
い
て

　
劉
勰
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
文
人
達
に
よ
っ
て
「
神
遊
」
は
意
識
さ
れ
て

い
る
が
、
極
め
て
類
似
す
る
觀
念
や
表
現
と
し
て「
心
遊
」の
語
が
あ
る
。「
神

遊
」
を
よ
り
明
確
に
す
る
爲
に
、
對
照
と
し
て
「
心
遊
」
に
つ
い
て
も
少
し

見
て
お
き
た
い
。
劉
勰
に
も
大
き
な
影
響
を
與
え
、
ま
た
劉
勰
も
强
く
意
識

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
西
晉
・
陸
機
の
『
文
賦
』
に
用
例
が
あ
る
。

　
其
始
也
、
皆
收
視
反
聽
、
耽
思
旁
訊
、
精
騖
八
極
、
心
遊
萬
仞
。
其

致
也
、
情
曈
曨
而
彌
鮮
、
物
昭
晢
而
互
進
。

﹇
其
の
始
め
た
る
や
、
皆 

視
を
收
め
聽
を
反か
へ

し
、
思
に
耽
り
旁
訊
し
、

精
は
八
極
に
騖は

せ
、
心
は
萬
仞
に
遊
ぶ
。
其
の
致
れ
る
や
、
情 

曈
曨

と
し
て
彌

い
よ
い
よ

鮮
か
に
し
て
、
物 

昭
晢
と
し
て
互
ひ
に
進
む
。﹈

【
譯
】
文
章
を
書
く
そ
の
始
め
で
は
、
皆
視
覺
を
收
め
て
使
わ
ず
聽
覺

を
い
つ
も
と
は
反
對
に
用
い
ず
、
思
慮
に
耽
り
た
だ
た
だ
自
問
し
、
精

は
世
界
の
八
極
の
果
て
に
ま
で
馳
せ
、
心
は
萬
仞
に
及
ぶ
高
遠
な
高
さ

に
遊
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
極
致
に
至
る
と
、
そ
の
感
情
は
朝
陽

が
差
し
込
む
よ
う
に
次
第
に
鮮
明
と
な
り
、
外
物
は
は
っ
き
り
と
明
ら

か
と
な
っ
て
、
感
情
と
外
物
が
相
互
に
進
み
合
う
の
で
あ
る
。

　
記
述
の
內
容
が
『
文
心
雕
龍
』
神
思
篇
に
相
通
じ
る
と
度
々
指
摘
さ
れ
る

箇
所
で
あ
る）

8
（

。
し
か
し
劉
勰
は
「
神
遊
」
を
提
示
し
、
陸
機
が
「
心
遊
」
と

し
た
そ
の
相
違
は
如
何
な
る
も
の
か
。
或
い
は
單
純
な
時
閒
的
差
異
と
も
窺

わ
れ
る
が
、
實
は
劉
勰
と
同
時
代
で
關
係
性
も
深
い
梁
・
昭
明
太
子
蕭
統
の

『
文
選
』
序
に
も
「
心
遊
」
が
見
え
て
い
る
。

　
余
監
撫
餘
閑
、
居
多
暇
日
。
歷
觀
文
囿
、
泛
覽
辭
林
、
未
嘗
不
心
遊

目
想
、
移
晷
忘
倦
。

﹇
余 

監
撫
の
餘
閑
、
居
に
暇
日
多
し
。
文
囿
を
歷
觀
し
、
辭
林
を
泛
覽

す
る
に
、
未
だ
嘗
て
心
遊
目
想
せ
ざ
る
は
な
く
、
移
る
晷と

き

に
倦
む
を
忘

る
。﹈

【
譯
】
私
は
、
監
國
撫
民
（
太
子
の
仕
事
）
の
餘
閑
に
、
居
な
が
ら
暇

日
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
こ
で
文
囿
を
歷
觀
し
、
辭
林
を
あ
ま
ね
く
閲
覽

す
れ
ば
、
未
だ
嘗
て
「
心
遊
」
せ
ず
、
目
が
想
い
を
致
さ
な
い
こ
と
は
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な
く
、
過
ぎ
ゆ
く
時
閒
に
飽
き
る
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
二
つ
の
用
例
を
見
る
と
、「
神
遊
」
は
人
閒
の
根
源
的
要
素
で
あ
る

「
神
」
が
超
意
識
的
に
遊
離
す
る
の
に
對
し
、「
心
遊
」
は
「
心
」
に
發
す
る

意
思
や
感
情
が
主
體
的
ま
た
は
主
觀
的
に
解
き
放
た
れ
て
い
る
樣
な
感
じ
も

受
け
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
た
だ
單
純
な
時
閒
的
な
問
題
で
は
な
く
、
も
っ

と
根
本
的
な
部
分
に
お
い
て
、「
心
」
と
「
神
」
に
對
す
る
認
識
や
意
識
に

濃
淡
淺
深
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
『
淮
南
子
』
精
神

訓
に
は
、

　
精
神
澹
然
無
極
、
不
與
物
散
、
而
天
下
自
服
。
故
心
者
形
之
主
也
、

而
神
者
心
之
寶
也
。

﹇
精
神
は
澹
然
と
し
て
極
む
る
こ
と
無
く
、
物
と
散
ぜ
ざ
れ
ば
、
天
下

は
自
ら
服
す
。
故
に
心
は
形
の
主
な
り
て
、
神
は
心
の
寶
な
り
。﹈

と
あ
り
、「
心
者
形
之
主
也
、
而
神
者
心
之
寶
也
」
は
心
と
神
に
対
す
る
認

識
を
端
的
に
表
す
も
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て
重
要
な
言
及
で
あ
る
。
つ
ま
り

は
、
形
・
心
・
神
と
は
現
代
の
日
本
・
中
國
の
肉
體
・
心
・
精
神
に
通
ず
る

も
の
で
あ
り
、
心
は
形
（
肉
體
）
の
主
人
で
あ
り
、
神
（
精
神
）
は
心
を
主

催
す
る
。
こ
う
し
た
「
心
」
と
「
神
」
の
關
係
性
へ
の
認
識
の
差
異
な
ど
が
、

そ
れ
以
降
の「
神
」の
展
開
に
も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。『
文
心
雕
龍
』

で
は
養
氣
第
四
十
二
の
贊
に
、「
玄
神
宜
寶
、
素
氣
資
養
。（
玄
神
は
宜
し
く

寶
と
す
べ
く
、
素
氣
は
養
を
資と

る
。）」
と
あ
り
、『
淮
南
子
』
と
同
樣
の
認

識
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
對
し
、『
舊
唐
書
』
隱
逸
傳
（
列
傳
第
一
百
四
十
二
）
に
は
次
の

樣
な
記
述
が
あ
る
。

　
前
代
賁
丘
園
、
招
隱
逸
、
所
以
重
貞
退
之
節
、
息
貪
競
之
風
。
故
蒙

叟
矯
讓
王
之
篇
、玄
晏
立
高
人
之
傳
、箕
潁
之
跡
、粲
然
可
觀
。（
中
略
）

皇
甫
謐
陶
淵
明
、
慢
世
逃
名
、
放
情
肆
誌
、
逍
遙
泉
石
、
無
意
於
出
處

之
閒
、
又
其
善
也
。
卽
有
身
在
江
湖
之
上
、
心
遊
魏
闕
之
下
。

﹇
前
代 

丘
園
を
賁お
ほ

い
に
し
、
隱
逸
を
招
く
は
、
貞
退
の
節
を
重
ん
じ
、

貪
競
の
風
を
息や

む
所
以
な
り
。
故
に
蒙
叟 

讓
王
の
篇
を
矯
し
、
玄
晏 

高
人
の
傳
を
立
て
れ
ば
、箕
潁
の
跡 

粲
然
と
し
て
觀
る
べ
し
。（
中
略
）

皇
甫
謐
、
陶
淵
明
は
世
を
慢
じ
名
を
逃
れ
、
情
を
放
ち
て
誌
を
肆
い
ま

ま
に
し
て
、
泉
石
に
逍
遙
し
、
出
處
の
閒
に
意
無
け
れ
ば
、
又
た
其
の

善
な
り
。
卽
ち
身
は
江
湖
の
上
に
在
る
も
、
心
は
魏
闕
の
下
に
遊
ぶ
有

り
。﹈

【
譯
】
前
時
代
は
隱
者
の
住
み
か
た
る
丘
園
を
大
い
に
認
め
、
隱
逸
の

士
を
招
い
た
の
は
、
貞
退
の
節
を
重
ん
じ
、
貪
競
の
風
を
止
め
る
爲
で

あ
っ
た
。
故
に
蒙
叟
（
莊
周
）
は
讓
王
の
篇
に
假
託
し
、
玄
晏
（
皇
甫

謐
）
が
『
高
士
傳
』
を
作
れ
ば
、
箕
山
や
潁
水
の
許
由
に
お
け
る
跡
な

ど
は
粲
然
と
輝
い
て
觀
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。（
中
略
）
皇
甫
謐
や
陶

淵
明
は
世
を
輕
ん
じ
名
聲
か
ら
逃
れ
、
感
情
を
奔
放
に
し
文
學
を
欲
し

い
ま
ま
に
し
て
、
泉
石
に
逍
遙
し
、
出
處
の
閒
に
意
が
無
け
れ
ば
、
ま

た
そ
の
善
な
る
も
の
で
あ
る
。
卽
ち
「
身
は
江
湖
の
上
に
在
る
も
、
心



『文心雕龍』神遊考

（14）

（14）73

は
魏
闕
の
下
に
遊
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
讓
王
篇
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
自
體
が
極
め
て
注
目
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
も
例
の
一
節
が
い
か
に
象
徴
的
な
も
の
か
が
よ
く
わ
か
る
文
章
で
あ
る
。

し
か
し
そ
こ
で
「
心
遊
」
と
し
た
所
に
、
そ
の
「
神
」
に
對
す
る
認
識
の
差

異
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
も
っ
と
も
讓
王
篇
で
は
「
心
居
」
で
あ
り
、
神
思
篇

は
「
心
存
」
で
あ
る
か
ら
、
原
文
に
卽
し
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、「
遊
」

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
文
意
に
滲
ん
で
い
て
、
明
ら
か
に
意
識
的
な
隱
棲
の
境
地

を
象
徴
し
て
い
よ
う
。
そ
こ
に
「
神
遊
」
と
の
違
い
が
見
え
て
く
る
の
で
あ

る
。

　
で
は
「
心
遊
」
を
用
い
た
陸
機
が
全
く
「
神
」
を
意
識
し
て
な
い
か
と
い

え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
同
じ
く
『
文
賦
』
の
後
半
に

　
及
其
六
情
底
滯
、
志
往
神
留
、
兀
若
枯
木
、
豁
若
涸
流
。

﹇
其
の
六
情 

底
滯
し
、
志
往
き
神
留
ま
る
に
及
び
て
は
、
兀
と
し
て
枯

木
の
若
く
、
豁
と
し
て
涸
流
の
若
し
。﹈

【
譯
】
そ
の
六
情
が
底
滯
し
て
し
ま
い
、
志
は
往
く
が
神
は
留
ま
っ
て

し
ま
う
の
に
及
ん
で
は
、
枯
木
の
よ
う
に
動
か
ず
、
涸
流
の
よ
う
に
空

虛
と
な
る
。

と
い
い
、
文
章
創
作
が
上
手
く
い
か
な
い
時
に
は
「
志
往
く
も
神
留
ま
る
」

と
す
る
。「
神
留
」
と
は
つ
ま
り
自
身
の
肉
體
に
「
神
」
が
留
ま
る
の
で
あ

ろ
う
か
ら
、
そ
れ
は
い
わ
ば
「
神
遊
」
し
て
い
な
い
狀
況
と
同
じ
意
味
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
劉
勰
に
せ
よ
陸
機
に
せ
よ
、
文
學
の
創
作
に
お
い
て
「
神
」

の
槪
念
を
强
く
意
識
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
當
然

彼
ら
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
唐
の
殷
璠
『
河
嶽
英
靈
集
』
の
序
文
に
次

の
樣
に
あ
る
。

　
夫
文
有
神
來
、
氣
來
、
情
來
、
有
雅
體
、
野
體
、
鄙
體
、
俗
體
。
編

紀
者
能
審
鑑
諸
體
、
委
詳
所
來
、
方
可
定
其
優
劣
、
論
其
取
捨
。

﹇
夫
れ
文
に
神
來
、
氣
來
、
情
來
有
り
、
雅
體
、
野
體
、
鄙
體
、
俗
體

有
り
。
編
紀
す
る
者
は
能
く
諸
體
を
審
鑑
し
、
來
た
る
所
を
委
詳
す
れ

ば
、
方
に
其
の
優
劣
を
定
め
、
其
の
取
捨
を
論
ず
べ
し
。﹈

　
中
國
文
人
の
多
く
に
と
っ
て
、
文
學
作
品
の
發
端
に
「
神
」
の
存
在
が
あ

る
こ
と
は
や
は
り
廣
く
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
劉
勰

が
『
文
心
雕
龍
』
の
創
作
論
の
最
初
に
神
思
篇
を
置
き
、「
神
」
を
象
徴
す

る
『
莊
子
』
讓
王
篇
の
引
用
を
掲
げ
た
の
は
至
極
當
然
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

七
、
結
語

　『
文
心
雕
龍
』
に
お
い
て
、
劉
勰
は
創
作
論
の
最
初
に
神
思
篇
を
置
い
た
。

そ
れ
は
劉
勰
の
文
學
理
論
に
と
っ
て
、「
神
」
と
「
神
思
」
の
槪
念
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
、
劉
勰
が

神
思
篇
の
冒
頭
に
引
用
し
た
『
莊
子
』
讓
王
篇
の
一
節
が
象
徴
す
る
イ
メ
ー
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ジ
や
解
釋
を
見
て
き
た
。

　「
道
」
か
ら
生
じ
る
「
神
」
は
人
閒
に
內
在
し
て
い
る
が
、「
神
遊
」
の
段

階
を
經
て
「
神
」
が
こ
の
世
界
や
萬
物
と
接
觸
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
思
考
や

言
辭
を
形
成
し
、
文
學
作
品
を
生
み
出
す
「
神
思
」
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
核
心
で
あ
る
「
神
遊
」
は
、
劉
勰
以
外
に
も
多
く
意
識
さ
れ
認
識
さ
れ
、

樣
々
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
じ
て
い
る
。
特
に
文
章
表
現
と
し
て
は
、
深
い
親
愛

友
情
や
脱
俗
の
境
地
、
そ
し
て
超
自
然
的
な
「
神
」
に
對
す
る
意
識
な
ど
か

ら
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
神
遊
」
を
經
過
し
て
こ
そ
の
「
神
思
」
で
あ

り
、
文
章
や
作
品
に
豐
か
な
思
考
や
表
現
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
神
思
篇
冒
頭
の
引
用
文
は
、
范
文
瀾
な
ど
に
よ
っ
て
原
典
本
來
の

內
容
と
は
無
關
係
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
實
際
に
は
そ
の
典
據
と
な
っ
た
讓

王
篇
か
ら
變
化
發
展
し
て
、「
神
」
の
槪
念
が
「
神
遊
」
や
「
神
思
」
へ
と

展
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

こ
と
は
、『
文
心
雕
龍
』
以
外
の
文
章
に
お
い
て
も
讓
王
篇
の
一
節
を
引
用

し
て
、「
神
」
や
「
神
遊
」
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

劉
勰
が「
神
思
之
謂
」と
言
っ
た
こ
の
引
用
こ
そ
、
文
章
の
根
源
と
な
る「
神
」

の
重
要
性
を
説
明
す
る
極
め
て
象
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、
正
に
劉
勰
が
自
身

の
文
學
理
論
の
開
始
を
宣
言
す
る
に
相
應
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　『
文
心
雕
龍
』
に
お
い
て
「
神
思
」
は
、
劉
勰
の
文
學
理
論
に
と
っ
て
核

心
と
な
る
べ
き
ス
タ
ー
ト
地
點
で
あ
る
。
そ
の
第
一
歩
目
の
解
釋
が
ず
れ
て

し
ま
え
ば
、
以
降
の
積
み
上
げ
も
全
く
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
で

あ
ろ
う
。
日
中
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、『
文
心
雕
龍
』
研
究
の
根
本
的
な
見

直
し
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

［
註
］

（
1
） 

范
文
瀾
『
文
心
雕
龍
註
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）。

（
2
） 

竹
澤
英
輝
『
六
朝
期
に
お
け
る
「
神
思
」
の
槪
念
に
つ
い
て
の
考
察
』（『
人

文
學
部
研
究
論
集
』
第
四
十
四
號
　
中
部
大
學
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
3
） 

黄
侃
『
文
心
雕
龍
札
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）。

（
4
） 

「
遊
」
と
「
游
」
は
本
來
別
字
で
あ
る
が
、
時
代
と
共
に
區
別
が
無
く
な
っ

て
い
く
。
本
稿
も
以
降
は
二
字
の
區
別
に
は
言
及
し
な
い
。

（
5
） 

『
藝
文
類
聚
』
卷
三
十
七
人
部
二
十
一
　
隱
逸
下
。

（
6
） 

『
藝
文
類
聚
』
卷
三
十
人
部
十
四
　
別
下
。『
徐
孝
穆
集
』
で
は
「
報
尹
義
尚

書
」
に
作
る
。

（
7
） 

揚
雄
『
太
玄
經
』（
欽
定
四
庫
全
書
）。

（
8
） 

前
掲
戸
田
浩
曉
・
興
膳
宏
・
目
加
田
誠
の
三
氏
の
譯
註
書
に
お
い
て
、
そ
の

神
思
篇
の
解
説
で
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
が
あ
る
。
な
お
興
膳
宏
氏
は
別
に
、『
中
国

詩
文
選
一
〇 

潘
岳 

陸
機
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
）
で
も
指
摘
し
て
い
る
。

 

（
二
〇
二
一
年
十
月
二
十
日
　
受
理
）
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